
キオスクモードでは、デバイスの機能を単一のアプリまたは複数のアプリに制限できます。単一アプリとマ
ルチアプリのキオスクモードのどちらを選ぶかは、ビジネス目標によって異なります。

単一アプリのキオスクモード
では、デバイスは単一のアプリケーション用に構成され、エンドユーザーはデバイス上の他のアプリにアク
セスできません。またアプリを終了することもできないため、その特定のアプリ専用のデバイスになります
。このモードを有効にするには、 アプリ管理 セクションでアプリを指定し、 インストールタイプ を
キオスク に設定します。

マルチアプリのキオスクモード
では、デバイスは複数のアプリケーションへのアクセスを許可されます。エンドユーザーはカスタムランチ
ャーを介して複数のアプリ間を移動できます。このモードを有効にするには、
キオスクカスタムランチャー オプションをオンにします。

キオスクモードが有効な場合、エンドユーザーがシステム設定やステータスバーなどの特定のシステム機能
にアクセスできるかどうかも構成できます。

 

キオスクカスタムランチャーが有効かどうか。これにより、ホーム画面が、 アプリ管理
設定を介してインストールされたアプリにデバイスをロックダウンするランチャーに置き換わります。アプ
リは 1ページにアルファベット順で表示されます。

 

キオスクモードのデバイスで、ユーザーが電源ボタンを押し続けた（長押しした）ときの動作を設定します
。

使用可能（デフォルト）
：キオスクモードのデバイスでユーザーが電源ボタンを長押しすると、電源メニュー（例：電源オフ、
再起動）が表示されます。

ブロック
：キオスクモードのデバイスでユーザーが電源ボタンを長押ししても、電源メニュー（例：電源オフ、
再起動）は表示されません。注：これにより、ユーザーがデバイスの電源を切れなくなる可能性があり
ます。

キオスクモード

キオスクカスタムランチャー

電源ボタンの動作

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/3b8a6
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/3b8a6


 

キオスクモードで、クラッシュしたアプリや応答しないアプリのシステムエラーダイアログをブロックする
かどうかを指定します。ブロックすると、ユーザーが UI
で「アプリを閉じる」オプションを選択した場合と同様に、システムはアプリを強制停止します。

ブロック（デフォルト） ：クラッシュやアプリが応答しない（ ANR
）などのすべてのシステムエラーダイアログがブロックされます。ブロックすると、ユーザーが UI
からアプリを閉じた場合と同様に、システムはアプリを強制停止します。

有効 ：クラッシュやアプリが応答しない（ ANR
）などのすべてのシステムエラーダイアログが表示されます。

キオスクモードで有効にするナビゲーション機能（例：ホーム、概要ボタン）を指定します。

無効（デフォルト） ：ホームボタンと概要ボタンにはアクセスできません。

ホームのみ ：ホームボタンのみが有効になります。

有効 ：ホームボタンと概要ボタンが有効になります。

 

キオスクモードでシステム情報と通知を無効にするかどうかを指定します。

無効（デフォルト） ：キオスクモードではシステム情報と通知が無効になります。

システムのみ ：ステータスバーにはシステム情報のみが表示されます。

有効
：キオスクモードでは、システム情報と通知がステータスバーに表示されます。注：このポリシーを有
効にするには、 kioskCustomization.systemNavigation
を使用してデバイスのホームボタンを有効にする必要があります。

 

キオスクモードで設定アプリを許可するかどうかを指定します。

システムエラーの警告

システムナビゲーション

ステータスバー

デバイス設定



許可（デフォルト） ：キオスクモードで設定アプリへのアクセスが許可されます。

ブロック ：キオスクモードでは設定アプリへのアクセスは許可されません。
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